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静岡県田方郡中伊豆町白岩産レ ピドシク リナについて

説長

子雅ホ2定

日本の中新績の示構化石として重要視高等有孔虫 Lepidccyclin向ま.

矢都畏克氏の先覚的御研究以来数多〈の研究がな906年 .1 されている。

その産地も北関東亙ぴ房総半島から鶴川地方に宝石問。ζ十世個所が発き才、.

しかし，今までの 配 置は数量的すで に詳細な記献がたされている.見され

統計的た取扱いがほとんど行われて いないので己れ K よって債の区別を Uよ

モιで.外診のE とが出来たい.ep. grouplC舟げる句はっきう としても.

nepiontC stageについての徹 々特徴のみ正頼らず内部構造に量点を おき

な棚定を行いそ の世量的 記 載を行 って位 を検討する事を猷みた。

日本白 Lepidccyclinaの僚式地でめる白岩がめ内たやヨ偉い静岡県民は

ず〈個体傑本を係臨出来る町で主と して Eの産地り Lepidocycl1naを取扱

う事とした。

本研究 i乙め た句併に御愈切な御指噂をいただいた当教室町依晶陣章先生.

文 東 北 大 学 白 半 沢 正 四 郎 先竹内正辰t生.玄隆一先生民心から感謝します.

生 ，東京教育大学の氏家宏先生児は . 直 接 有 益 な 働 教 示 を い た だ い た の で 合

ぜて/!J. (割礼申し上げます.

従来 の 研究1. 

日本産 Lepidocyclinaの続載は矢部長克 .半沢正四郎.森島正記 t童

従 来 す べ て Nephrolepidina夫.小池消等の郎氏によってたされていあ。

.主 に 般 の 型 ・.半沢 正 四 郎 氏 は民鴎し績を特徴づげ為駐車上の特徴として

.数.分布 n仕方 ，誌 の状怒 .小池情氏は .(1)般のふ tらみ方 .(司t定的太さ

. (司酬房円高修.大きさ• (4)中央房 m並び方.，壁 n厚さ(3)骸の 径 の 大きさ

モ町結果 L.nippcnica.L.japonica.L.angu句，巾 .月間ゎ数等をとき

lcsa，L.maklyamai.L.6cabra.L.pclygcnalis(angulcsaの徴球駐?)

の 6織に骨離された.

町署己輩1 ) 1 9 3 半沢正四郎氏{

Hanzawa nippcnica Lep idccycli na 

て覇軍ぃ周辺縁が発達し殻は直径 6回，厚さ 2...頂上隆起郁は平頂で狭 t

ー 19-後教育学部4年



表面 1[非常札小さい誌が多数 升布 L，ている 。践は旬跨わ巾 0.24命日 28.思

第二 房 0.37-0，47開 .第一 房 m与官は第二房 lこ包まれてお均その麟聖書はう

す{ちみつでゐる a 中央房は 円 酔で中央よ 町周辺部が大きい.

Lepidccyc11na n1ppcn1ca Hanzawa var.izuensie 

L. nipponicaよ句少し粗いaがめ句 .I早い性控体が発達している.

Lepidccyclina angulosa prcvale 

般は直 径 4111 .厚 き 2悶，瓜上隆起部は平頂で広いが周辺縁は 非常 児狭い・

表聞には ， 5 - 7偽町厚い詑が環状 6乙配列している.肢は 初闘が少レ四角

ば っ た塾をしていお.中央E習の型は .へら影で多角膨圧配列してお内向 辺が

大き tなっている.

Lsp1dCCYCユェna 6ca bra 

般は直径 5.~ ，厚さ 2.2 即.頂上隆起郁は . ν ソズ形で直径4m~ ある が狭

い同 辺縁をもっている. 頂上隆起都から閥辺品艇 に急に移行する.

Lep1docyclina pclygcna11s 

肢は直径 6l!.l!:.厚さ 2.6 •• • !Ii上降車;怖 ，間辺離共犯広( .外11'1は多 角恥

でめる。;Kr.; 'C 1: '大会た 疲が環状に配列している .

陸出~代比ついては . 日本陸 Lep1dccyclina の産出年代を全て Burdエ白

galianと考えている固

小池情氏 (19，1) 目配輩

1 9 2 2年，矢部 ・半択 は . L. jap. を 記載 したが原標本 I[L 工kebeiが混

在 し . L. jap. /: L. nippをE別す'"'己とが出来たい。それで，矢部・手沢

が詑献した L.jap. rnうち .L. ikebeiの方 を新ICL. japと再提較した a

Lepidocyclina japcnica 

般は 直 径 3.5-1.5u.厚 さ1.7 -1. 6 u ，頂上経起 部 は平頂で 周辺 縁が

狭い.表 面に は 3-9儲 町l早い詑が並んでいる.核は 第一房の半分主はそ

れ以上が第二房に よっ て 包 まれている.中央房町並び方は.多角昨で捕に近

t大き tたっている o L. j apcnicaを数量的にあっかい縄師区別を行ってい

るが. L. j ap. 1:埋 国 産 .L.nipp. は白岩置目標本を憤っている @

庫出年代。Eついては .中新 世 百 一 中 闘 の 標 準 化 石 と な 町 得 る が .中新 世の

紹介 1[111'ぅιξ はむ ずか じいとした.
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轟島正夫氏 (1949) 11)箆 世

LepidCcyclina mak1yamai MCrishlma 

般は直径 3.5-4.3....厚さ1.日一1.6 I.I!. .直径 1.5-2. 411め る 頂 上 隆

起部は ， まる庖根世をしてい~ 0 外型は .不規則で中心から周辺縁の角 。E向

ヮて山がつづ いて いる.周辺縁がやや広< .表面 lとは 不明 瞭な捷が 20-30

個みられる.中央房は多角形に霞 列し中心近〈はアーチ形でめる.

以 上 の よ うな特徴から続。舟類が行われて来た.しかし .ι れらの記載丑

ぴ写真から盤。区別をす~ cとは非常 ι困難である.特fC . L. jaP. L.angu. 

はよ〈似てお内 . ζ の問者の区別 は直感による以外方法はない.

浮瀞位有署L虫による時代1&:最近浮植手性有孔虫の研究が進み汎世界的分布 を

な す駄 をつかい地層の世界的揖 棋の対比が行われている o Lspidocyclina 

を古 U恒腕は.房総で は中 原層 .秩文盆地では桂文町刷 ，街 川地 方で は西 郷

廟 で .ιれらは浮世手性荷孔虫 0)biOzoneで言うと.作Iれも GICbigetin-

atella insueta zcne締〈は .Glcbigerincidee bispherlca 伺u-

bzane IC棺 当し ている.斎藤常正 ・桟野情氏事は.2ド zcneをaquit an-

ianの上都民入れて中新統綾下部と考えてい ~oζ 札までの研究では己のよ

うに L8tiの 府 軍 が 惇 梯 性 有 孔 虫 帰序から日本では一つ忙続ーされ た が.白

岩だ吋は異例とされて上部中新続 H81vetianIC対比されてお。 .己の点な

お今後円検討 が 必 要 で あ る と 考 え られる.

2 白岩町原出状況

伊豆半島児於吋t， Lspldccycユinaの産地は .

田方郡中研豆町白岩(石灰質睡 灰宕)

悶方郡北狩野同大野{石灰岩}

賀茂郡関伊 豆 町 仁 科 白 川宝 蔵院 (石灰岩}

賀茂郡南伊豆町差回(石灰岩}

賀茂郡松崎町中川池代鉱山{石 灰符)

Eれら m 産出はいずれも陸性躍 灰岩帰宜は，それに伴う EIl岩層中白石灰岩

で.，って.伊豆噂島の基盤をなす揖ア晶層群上部府中町下底に近い層増と考
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えられる.
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群馬 ・秩文・務総・伊豆 F事陪地の Lepidccyclinaを比較す aと，伊豆

白!if・大野半島 駐の外 型が他産11;1(比べて非市 4ζ 大きい ιとが臨めら れ る.

E れら cniT.出-地代町動靴組合ぜは ，いずれも同じ よう であ句自111・2幸臼

• I也代配、当教室町路氏の調査によるとl.Yiは相互に対比出来ると考えられる。

山 ・白川・王手間援の石灰岩は描ア品崩上部蜘の部監fil!岩の".員をたすもの で

ちみつな石 灰 岩中に多量の Lepidccyclinaを合E れらの F定地では .ゐ内

自桜町並~\状態は . 緑化した揖ヶ晶指上部居の酸性睡灰岩中でめるん でいる.

己 Eでもやは句 I剖層的基肢に ifrぃEi準正当る加でや..，姐iを具にしているが .

の では ないかと考えられ .伊豆半晶 (f¥Lepi . (/) 権問伊準は 目自品ケ島勝 上商品附
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筑2図
}しート図

τ-5 

‘T-2 

白岩の Lepi.を合 11曙灰干:t(f)慨顕は .数 年 前

'e新 IL開設された道路児そいおよそ 10日m児

および .走向 N170E.位斜 430Eで ， 7 5 m 

以上の厚さが観察さ れ.下位には砂岩が露出

し.上位は磁~:質忙なり曹に頁岩 ι 移行する.

凝灰岩 m一郎は著し〈石灰質で硬結し.その

ため T-l地点， T-3取点目ー郁たどでは

分離した標本を採臨する E とが出来ない。凝

灰岩は .勝賞液緑色で ，高温石英片を争責1，ζ 

含ん でいる.

ル ー ト凶 T- 2l¥P.点の醜灰岩 10 0 g'ζ 入

る脳陣数 (半沢氏自 衛区合托従う J

L ロュpponica ••• • • • ••• •••••• • 28 

L.ni~pcnica var.izuensis・・ ・・ 9 3 

L.an尽ulcsa・‘・・・・・・ ・・・ ・・・ ・・・・・・ ・・ ・・ ・・・・ ・・・ ・・ ・・ ・・ ・・・・・ 5 

L. makiyamai ・・・ ・・ ・・・・ ・・・・・.. . . .. . .. . . . . . . . . . . . .. . .. . . .. 6 

L. pclygcnali 8 •• • • • • • • • .・・・・・・ ・・・・ ・・・・・ ・・ ・・・・ ・・・ ・・ ・・ 2 

Amphistegina radiata • • •• • • •• . • • •••••• •• •• •• • •••• 2150 

他的化石として ，苔 虫 ・石灰龍 ・依歯 ・貝殻 ・Balanus-サ γ ゴ ・ ウエ町針

暗が夜間 す る固

T-2 ~H 点 目標灰岩 2 5 0 gをと 句.その中広告まれる Lep1dccyclina

3 1 7個体正ついて貰径と埠さの訓定を行った a 直径 ，I草き m 頻度は単純な

正蝿骨布曲線を示 ;):t.e ~'o 第二表には ， T-2地点附近で別 IL採悔し た 徴 球

形 21 1'11ι ついての測定似をも記入した. L. u)表か ら.蹴球}t<1ζ於 げる 直径

ル厚され相関はほぼ y=口375x+O.025拘置線で示す乙とが出来るが E れ

ι討し .髄球形では.陪ぽ Y=O.375x-O. 1 '"直線で示される。

-23-



Y 

3S 

。
5

0

2

a

2

Z

 

唱

H
R
N
-
工
E
M--ぜ

1.5 

!.O 

05 

J41 

第 2表 重空Lと厚さの相関

-頗'*形

叫旗球形

/---つら

71=引?

1t=-21 
/
 

/
 

/
 /

 
/
 '" '。、

島言内、r、9・

ノ
〆

J
 

r
 

//乙F『
ア

/ 
/' 

~ー~

t.j 1.5 

叫

叩M
咽

掠

怠

2.6 ~_4 -4.2 5 (¥ SB 6.6 
，111.径くミ"メーター〉

7.4-

務3-$と わ :::3・ワ

日

変。

，。

〆/ヘ/
之11 34 .... 2 

』債を (n民酎晴3ミ"メーター

一-" sa 

-24-

8.2 

---r 
/ 

，，
 

〆
/
 

/ 

-~ O 9.6 

J 
ノ

/ 
/ 

五
IO.b 11.4 



?t. ~31 ワ3再A 表

個

体

数

50 

40 

" 

二日

}。

2J 1.9 札ワC.9 1.1 13 1.5 

厚主(時時前〕ミ "メーター

0.7 

舷及び構造の険討B 

白岩の分離個体重世万耐の糊定を行っ て み た が ， 外 現 だ げ で は 有 意 な グ ルー

日個日そ ιで T- 21U.点附近で採集した伽体 3プiζ 分げる乙とが出来たい固

模 本 は円相" 観察を猷みた。nepicnic s)ltage 内の定方位標本をつ t

薄片とスン プ桂による複写片の双方を附いた.

-初房と第二房との包聞の関障に注意す"

な可成 η大きな変化のある乙

1核:傑本 300個の核の大きさ

と都三閣のよう

:;...----

とが1:'.められた。

ヱミヘ

型M 当世A 型工

ζ 伺包闘関係には中間却も~， められるので E れによ η 直ちに極の類別を符

.標本とに重点を置きうた変化をもっている乙

-25-
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， 0 Q畑 中で nepio:1ic8 tage について細川、計測の出来"9 2併を 抽 出し

て nepi$nic stageについて F 計測を行った.計潤は第四閃 nょ うはa
t-c・d・ぷ に ついて行 い，それぞれ円頻度凶線を求めたと C h .Q ・4

c・d-J と

耳i4図

も閉 じ ような 傾 向を示す ιとがわかった.さら i{. .割問の大き

初E専の大き

C 

d 

I'} 

8 

6 

長]l 
，.，ヲ3

き (u x t) .調停二房町大きさ (ciκe ) 

さ (/ZX#-) とCN.ぴ.初醇 (axfr) と第二房(ci )( 

.k:)の大きさの険極を求めてみ"と，第五表 6ζ 示すよう

に初野町大きさ (a.xiJ.)白額度比は樹確な 2グループ

がE君。め られる.

笠三丞 ax./J的多質成

:ι 

、

s 

と

4-T 

m
u伶
札 ト¥/2 

J)，e.'l!> 四ヨ 却乞叫224a 33却制~b .'\..'7~: !:;.4 IJ ~ 川 同

包再bI.ta J)頻 度

C 
0"2'7 01ゐ 0.194

~ I1メーター

. 
o:ue 1l2b話 -ι ~'i6 
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~:Oil主 4 の頻度
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目白 D.2'1il o."'~'3- O.t.I孫 。4'13 C$41 り arJ ~
三・J l. -9-

務 11長 a < (1. cの頬度

ι845 S例， '.守，‘。ゐ ?m 26.20 31.2'1 26.34 4.J.41 46.4.8 5t.3!5 
を"""""富司ー

a中央 房・ 桜 IC近い方が小き tて .周縁 IC符 tにしたがい大量 tなお E と

が包めら札る。中央.""... ff? については-~体中に二三何事1が みられる町で.

Eれによ って 差を /:Hす Eとはむずかしい.配列目事も可成句種々めるが.モ

れがどんな ζ とを 示すかはっき匂わからた" 0 外111が多 角 貯 を し て い る 場合

には.中央 房もそれにそい多角貯を呈していお o C.町挙地町 Lepidocycl-

inaの中央房の影はほぼ同ーでへら 3ちをしている.

-28-



5お管 stclcn 房と瞬との連絡に噂管が発遣し ているが部管は.中 央 椅

断 固ぱか内でな ( .正切冊目寄宿児もみとめられる町で個体全体 K存在すおも

円であると推定さ n" .白岩亜の緋頬は全て.Van der Vlerk (/)宮ぅ y，巨

緋児 l訴する E とが勉められた o Vlerk は， L. japcnica {Bcrneo産) を

E系統に入札ているが .白岩から は L.jap. IC相当するものが麗出しないの

で .房総樫国産の L.ja.P.の観察 を行 った をCろ .徴球駐中 ICstclcnを 見

出し .y系統 tζ 属する亡とが臨められた" x. y果斬 は， 瞳生上町棺速 を示

すも のと思われ同じ japonical( X • Y間需がめる E とは考えられず， BO-

rneo産 L.jap.は別績に属するとした付ればならない。

5 結論

。)伊豆半島の Lepェdocyclinaは. 5 i砂所。E産出が知られ. 己れ らは揖 ア

島尉上都府下底附近の-}，)1準 6ζ 限ら 乱ていると考えら れ る.

(2)従来 の 倒別により分離したグルー プ出iIζ は 骸 ・構造上白相違がI!dめ難い.

従 っ て 従 来 白幽別が生物学的 に権か な 意 味 を 持 っ か 杏 か に 疑 問 を 生 じ た 。 し

かし ，定 方位置e片町縦療 を 行ってみ る と 桧 の 僻 造 に 可 成 句 の 変 興 が み ら れ.

核り測定 fl~ を統計的 lζ あつかう事 6ζ よ。て白告産 Lepìdccyc lì r..a を従来の

鍾別とは長なるこつあるいは三つの グ ル ー プ に 分 り る C とが出来モうでゐる .

(3)白総選i<.住悶艇 の Lepiはすべて Y系統に属す右 e
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